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最尤推定や正則化推定などで得られるM -推定量は, 一般的に良い漸近的性質を持つこと

が知られている. その一方で, 目的関数の最適化を行うバッチ型の推定方式であるため, 複雑

なモデルを扱う際には数値計算的困難が生じる. この問題に対するアプローチとして, 逐次

推定が考えられる. 逐次推定とは, 新たなデータの流入の度に推定値を微調整していく方法

論であり, 大規模データの効率的オンライン処理を可能にする. 確率近似法の一応用として

古くに確立され, 独立標本 (Fabian, 1978) から従属データ (Sharia, 2010) まで長年に亘っ

て発展してきている. そこで本研究は, 逐次推定の理論を応用し, 拡散パラメータの新たな推

定手法を考案する. 最適化を回避できる手法を拡散過程のパラメータ推定に対して構築でき

れば, 数値計算的側面まで考慮した方法論の提供として確率過程論の発展に寄与できる.
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により推定値のアップデートを行う. ここで V (β0) := 2β2
0 は擬似最尤推定量 β̂qmle

n の漸近

分散であり, µ ≡ 0と見なした擬似対数尤度関数を β 7→
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される推定量 β̂n
n が, 任意の初期値 β̂n

0 ∈ Θβ に対して β̂qmle
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となる条件を導出し, β̂n
n の漸近正規性および漸近有効性を確保する. また, 具体的なモデル

設定における数値計算結果を紹介する.
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